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第１章 はじめに 

次期共済貯金等管理ツールについて、経済産業省共済組合（以下、「組合」という）は、2026 年 7月からの

基盤システムの更改に伴い、現在使用している Accessツール（以下、「現行ツール」という）が使用不可とな

ることから、更新に向けて準備・検討を進めている。 

2026年７月から利用開始予定の次期共済貯金等管理ツール（以下、「次期ツール」という）は、原則、現行

ツールをベースに視認性、検索性の向上、帳票出力機能の拡充及び職員番号、所属名称、金融機関情報、

帳票等のメンテナンス機能等が反映された構成となることを想定しており、以下にその機能要件を示す。 

なお、次期基盤システム上で利用できるソフトウェアについては、デジタル庁の事前審査が必要となるソフト

ウェアもある為、利用にあたっては事前に当組合に申し出ること。また、審査の結果、利用できない可能性も

あるので、留意すること。 



次期共済貯金等管理ツールに係る設計・開発業務 機能要件定義書 

 
 

Confidential 5 ［1.0版］ 
 

第２章 機能に関する事項 

現行ツールの概要を「１．現行ツールの構成概要」、次期ツールで要求する主要な機能を「２．機能一覧」に

示す。 

詳細な機能構成（機能の単位、画面構成・遷移、処理方式（オンライン、バッチ）、管理するデータ等を含

む。以下、同じ。）については、設計工程において受託者の提案を踏まえ、当組合と協議の上決定する。な

お、協議の上、当組合及び受託者の合意に達しない場合は当組合の指示に従うこと。（以下、協議の上で決

定する事項について同様とする。） 

受託者は、「１．現行ツールの構成概要」及び「２．機能一覧」を踏まえ、具体的な機能構成及びその実装の

方法等について、提案するシステム方式等に応じて適切なものを提案すること。その際には、現行ツールの

機能構成及び実装方法を単純に踏襲するのではなく、現時点で広く使われている技術を前提として、ユーザ

ビリティや開発効率性の観点から優れた方法を選択するよう留意すること。 

より適切な他の手段により実質的に「2．機能一覧」の各機能の一部又は全部を代替可能な場合には、当

該代替可能な機能と当該手段を示すこと。また、受託者が提案する方法で実質的に代替可能であることを客

観的かつ具体的に確認できるように示すこと。 

 

現行ツールの構成概要 

  現行ツールの構成概要を以下に示す。 

 

（１）  現行ツールにはマスタ、本省・各地方局ツール、資格喪失者データツール、全部データツールがあ

る。 

（２）  マスタの主な役割として、本省・各地方局ツールでの登録変更作業等に対し、週次で集約・展開処

理を行い、本省・各地方局ツールへの反映を実施している。（集約・展開処理はマスタと本省各地方
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局間をデータベース連携で実施している）その他、人事給与システムへの連携用の CSV 出力、メン

テナンス処理、資格喪失者データ、全部データの各ツール用のデータ出力がある。 

（３）  本省・各地方局ツールはそれぞれの局に所属している職員について、登録、変更、閲覧等の処理

を行うものである。なお、登録、変更、閲覧等の処理はその局に所属している職員のみに限定してい

る。 

※本省ツールは共済組合本部、資源エネルギー庁、中小企業庁の職員のデータを管理している。 

※各地方局ツールは北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州の８つの経済産業局にて、

それぞれツールを保有し、各局の職員のデータを管理している。 

 

機能一覧               ※網掛けは、機能自体が新機能であることを示す。 

機能名 

機能 

ＩＤ 

入

出

力

等 

デ

ー

タ

形

式 

機能概要 新機能 
利用区分 機能名 

ユーザー利

用機能 

基本情報登録機能 1-1-1 入力  加入者の長期組合員番号、

職員番号、氏名、カナ、性

別、生年月日、所属先、所

属名、加入年月日、職員種

別、住所を登録、変更する

機能。 

旧姓、新姓を個別

に登録できる。 

職

員

検

索 

長期組合員番

号検索機能 

1-1-2 検索  担当者が長期組合員番号に

よって対象職員を検索する

機能。 

 

名前検索機能 1-1-3 検索  担当者が漢字氏名によって

対象職員を検索する機能。 

旧姓・新姓どちらで

も検索ができる。 

カナ氏名検索

機能 

1-1-4 検索  担当者がカナ氏名によって

対象職員を検索する機能。 

カナ検索を使用し

ている際に、英数

入力へ自動的に切

り替わらないように

する 

職員番号検索

機能 

1-1-5 検索  担当者が職員番号によって

対象職員を検索する機能。 

職員番号での検索

ができる。 

履歴検索機能 1-1-6 検索  加入者の積立金額等の摘要

を履歴管理及び閲覧する機

能。 

 

情報入力機能 1-1-7 入力  加入者の積立金額等の摘要

を入力し、登録する機能。 

ゆとり、財形の仮

登録機能は不要と

する。 

帳票印刷機能 1-1-8 出力  各種帳票を Excel 及び紙で

出力する機能。 

契約会社別財形控

除明細表の出力で
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機能名 

機能 

ＩＤ 

入

出

力

等 

デ

ー

タ

形

式 

機能概要 新機能 
利用区分 機能名 

金融機関別の一括

出力ができる。 

※第４章 帳票に関

する事項  １．帳票

一覧 NO.29参照 

各種メンテナンス

機能 

1-1-9 入力  職員番号、所属名称、金融

機関情報、帳票等の変更を 

担当者で実施する機能。 

各職員によって、可

能な処理を認める

権限設定の機能を

設ける。 

システム

管理機能 

CSV 出力機能 2-1-1 出力 CSV 人給システムのインプット

形式に合わせて CSV データ

を出力する機能。 

 

データ集約・展開

機能 

2-1-2   各局担当者が入力したデー

タを集約し、局間のデータ

を反映させる機能。（集

約・展開処理はマスタと本

省各地方局間をデータベー

ス連携で実施している） 

現状は個別仮想環境にお

いて自動（毎週月曜

4:30）及び手動（人給シ

ステム連携日の 4:30）で

実施。 

統合データベース

またはそれに準ず

る連携機能を実装

し、リアルタイム

で更新する処理も

検討している。 

障害対策として手

動での連携処理も

考慮する。 

 

運用管理機能 2-1-3   

 

 ログインアカウン

ト情報に紐付けら

れた各種ログ情報

（認証・セキュリ

ティ関連、データ

操作、ツール操

作、アクセス・利

用状況、エラー・

例外等）を取得

し、ツール運用の

監視・分析を行う

機能。 

構成管理機能 2-1-4   

 

 クラウドサービス

利用時におけるシ

ステムアップデー
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機能名 

機能 

ＩＤ 

入

出

力

等 

デ

ー

タ

形

式 

機能概要 新機能 
利用区分 機能名 

ト等の仕様変更等

に対応し、ツール

機能の継続性を確

保する。 

バックアップ機能 2-1-5    データ領域のバッ

クアップ及び復旧

を行い、システム

障害等の有事の際

にデータの完全性

を保持するととも

に、過去記録の閲

覧・参照を可能と

する 

アカウント管理機

能 

2-1-6    職員のシステムア

カウント情報を、

ログイン時に使用

する Entra IDを活

用して一元的に管

理し、「シングル

サインオン機能」

と連携すること

で、端末、各シス

テムの利用を可能

とする事が望まし

い。 

権限設定機能 2-1-7    各種操作等につい

て、利用者単位で

権限を設定する機

能を設ける。 

※項目の定義 

 機能名 利用区分： 利用区分として分類。 

 機能名： 機能名を記載。 

 機能 ID： 要件定義書において機能を一意に識別するためのＩＤを記載。 

 入出力等 入力、出力、検索の別 

 データ形式： 該当の機能に入出力データがある場合、そのデータ形式を記載。 

 機能概要： 機能の概要を記載。 

 新機能： 新機能を想定している場合にその内容を記載。 
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第３章 画面に関する事項 

対象のツールは本省・各地方局の共済貯金担当、財形担当、ゆとり担当（以下、「担当者」という）が行う「基

本情報登録、各種申請」、「帳票出力」、システム管理者が行う「集約展開」、「人事給与システム用 CSVファ

イル作成」等を主要な機能としており、それに係る画面を「１．画面一覧」、「２．画面イメージ」に示す。 

なお  

ただし、上記の目的を実現するためのより良い提案であれば、下記に示す「１．画面一覧」、「２．画面イメー

ジ」にこだわるものではなく、設計工程において受託者の提案を踏まえ、当組合と協議の上決定する。 

 

１．画面一覧 

No. 画面 

ＩＤ 

画面名 画面概要 画面入出力要

件 

画面設計要件 該 当

機能 

備考 

1 

F01 ロ グ イ

ン画面 

ツールへのロ

グ イ ン を 行

う。 

処理開始また

は 終 了 を 押

下。 

処 理 開 始 に よ

り、メインメニ

ューへ遷移。 

  

2 

F02 00 メ イ ン

メ ニ ュ

ー画面 

申請処理また

は帳票出力に

遷移する。 

申請処理また

は帳票出力ま

たは終了を押

下。 

申請処理⇒職員

検 索 画 面 に 遷

移。 

帳票出力⇒帳票

出 力 画 面 に 遷

移。 

  

3 

F02 01 職 員 検

索画面 

職員に対する

各種検索条件

により検索結

果 （ 職 員 情

報）を表示す

る。各種申請

処理に遷移す

る。 

長期組合員番

号 、 漢 字 氏

名、カナ氏名

を検索条件と

して入力。 

検索結果を画面

に表示。 

目的の申請ボタ

ンを選択するこ

とで、それぞれ

の台帳画面に遷

移。 

履歴ボタンで該

当の職員の履歴

を表示。 

1-1-2 

1-1-3 

1-1-4 

現状は情報参照

の際、横スクロ

ールが必要。視

認性の向上に繋

がる画面表示を

提案すること。 

4 

F02 02 帳 票 出

力画面 

貯 金 、 ゆ と

り、財形のい

ずれかの帳票

出力画面に遷

移する。 

貯金またはゆ

とりまたは財

形を押下。 

貯金⇒貯金帳票

出力に遷移。 

ゆとり⇒ゆとり

帳 票 出 力 に 遷

移。 

財形⇒財形帳票

出力に遷移。 

1-1-8  

5 

F03 02 貯 金 台

帳画面 

新規申請時の

申 請 内 容 入

力、その後の

変更、払戻、

新規申請内容

入力、その後

の仮登録及び

登録。新規後

新規⇒申請内容

入力⇒仮登録⇒

帳票出力 

仮登録データの

1-1-7 画面を戻って、

再度検索が必要

等、操作の効率

性の改善。 
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等の処理を行

う。 

の異動時の処

理の操作。 

選択⇒本登録 

登録データ⇒変

更 、 中 断 、 復

活、払戻、解約

の 各 処 理 へ 遷

移。 

6 

F03 04 貯 金 帳

票 出 力

画面 

必要な帳票、

条件を選択し

て 、 出 力 す

る。 

出力帳票選択

（チェックボ

ックス） 

対象年月（カ

レンダー） 

出力条件（プ

ルダウン） 

印 刷 押 下 に よ

り、出力する。 

1-1-8  

7 

F04 02 財 形 台

帳画面 

新規申請時の

申 請 内 容 入

力、その後の

変更、払戻、

等の処理を行

う。 

新規申請内容

入力、その後

の仮登録及び

登録。新規後

の異動時の処

理の操作。 

新規⇒申請内容

入力⇒仮登録 

仮登録データの

選択⇒本登録 

登録データ⇒変

更 、 中 断 、 復

活、払戻、解約

の 各 処 理 へ 遷

移。 

1-1-7 画面を戻って、

再度検索が必要

等、操作の効率

性の改善。 

 

仮登録機能は不

要とする。 

8 

F04 04 財 形 帳

票 出 力

画面 

必要な帳票、

条件を選択し

て 、 出 力 す

る。 

出力帳票選択

（チェックボ

ックス） 

対象年月（カ

レンダー） 

出力条件（プ

ルダウン） 

印 刷 押 下 に よ

り、出力する。 

1-1-8  

9 

F05 02 ゆ と り

台 帳 画

面 

新規申請時の

申 請 内 容 入

力、その後の

変更、脱退、

等の処理を行

う。 

新規申請内容

入力、その後

の仮登録及び

登録。新規後

の異動時の処

理の操作。 

新規⇒申請内容

入力⇒仮登録 

仮登録データの

選択⇒本登録 

登録データ⇒変

更、脱退の各処

理へ遷移。 

1-1-7 画面を戻って、

再度検索が必要

等、操作の効率

性の改善。 

 

仮登録機能は不

要とする。 

10 

F05 04 ゆ と り

帳 票 出

力画面 

必要な帳票、

条件を選択し

て 、 出 力 す

る。 

出力帳票選択

（チェックボ

ックス） 

対象年月（カ

レンダー） 

出力条件（プ

ルダウン） 

印 刷 押 下 に よ

り、出力する。 

1-1-8  
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11 

F06 02 個 人 情

報 管 理

画面 

新 規 時 の 登

録、個人情報

変更、所属変

更を行う。 

新規時は申請

内容を入力。 

変更時は変更

項目を入力。 

新規時⇒登録に

より完了。 

個人情報変更⇒

個人情報変更押

下により、変更

後の入力画面に

遷移⇒登録によ

り完了。 

所属変更⇒所属

変更押下により

変更後の入力画

面に遷移⇒登録

により完了。 

1-1-1  

12 

F07 01 履 歴 表

示画面 

職員の登録履

歴の状況を表

示。 

表示のみ。 戻り押下にて、

職員検索画面に

遷移。 

1-1-6 現状は情報参照

の際、横スクロ

ールが必要。視

認性の向上に繋

がる画面表示を

提案すること。 

13 

F99 01 管 理 者

メ ニ ュ

ー画面 

管理業務のメ

ニューを表示

する。 

集約展開処

理、人給連携

データ出力、

マスタメンテ

より選択 

集約展開処理⇒

集約展開機能画

面に遷移。 

人給連携データ

出力⇒人給連携

用データ出力画

面に遷移。 

マスタメンテ⇒

マスタメンテナ

ン ス 画 面 に 遷

移。 

2-1-1 

2-1-2 

2-1-3 

2-1-4 

2-1-5 

2-1-6 

 

 

14 

F99 02 人 給 連

携 用 デ

ー タ 出

力画面 

ボタン押下に

より、CSV デ

ータを出力 

 

貯金とゆとり

及び財形の 2

つ の ツ ー ル

で 、 個 別 に

CSV データを

作成する。 

前回送信結果

ファイル指定

⇒前回の送信

ファイルとの

差分を抽出し

たい場合はフ

ルパスで指定

（任意） 

全て追加レコ

ードで出力す

る。⇒人給側

に一括インポ

ートする場合

出力ボタンを押

下で CSV データ

の出力を行う。 

2-1-1  
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はチェックす

る。 

契約更新年月

⇒新規レコー

ドの場合の契

約 更 新 年 月   

を指定する。 

ファイル出力

先⇒連携ファ

イルの出力先

を指定する。 

15 

F99 03 集 約 展

開 機 能

画面 

各ツールの情

報を集約し、

集約結果を展

開する。 

入力なし。 集約開始ボタン

押下により、実

施 

2-1-2  

16 

F99 04 マ ス タ

メ ン テ

ナ ン ス

画面 

各種マスタメ

ンテナンス処

理 を 実 施 す

る。 

入力なし。 T_M金融機関展開

⇒マスタ保有の

金融機関情報を

各ツールに展開

する。 

T_M所属展開⇒マ

スタ保有の所属

情報を各ツール

に展開する。 

2-1-3 

2-1-4 

2-1-5 

2-1-6 

 

※項目の定義 

 画面 ID： 要件定義書において画面を一意に識別するためのＩＤを記載する。 

 画面名： 画面の内容を表す名称を記載する。 

 画面概要： 画面の用途等の概要を記載する。 

 画 面 入 出 力 要

件： 

画面の主要な入力項目及び出力項目を掲げるとともに、表示方法や入力操作の概要

等を記載する。 

 画面設計要件： 画面設計に求める要件を記載する。 

 該当機能： 当該画面とひも付く機能ＩＤを記載する。 

 備考： 新機能、要望事項等の特記事項を記載する。 

 

 

 

 

 

２．画面イメージ 

参考に「１．画面一覧」に記載する画面イメージを下記に示す。 

（１） ログイン画面（F01） 
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処理開始ボタンを押下する。  

（２）メインメニュー（F02 00）に遷移する。 

 

（２） メインメニュー画面（F02 00） 

  

申請処理⇒（３）職員検索画面（F02 01）に遷移する。 

    帳票出力⇒（４）帳票出力画面（F02 02）に遷移する。 

 

                                                   

 

 

（３） 職員検索画面（F02 01） 
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  目的の操作を選択することで、それぞれの台帳画面に遷移する。 

   貯金⇒（５）貯金台帳画面（F03 02） ゆとり⇒（９）ゆとり台帳画面（F05 02）  

   財形一般、財形年金、財形住宅⇒（７）財形台帳画面（F04 02）  

   ※以下の画面イメージは（５）貯金台帳画面（F03 02）をサンプルとして示す。 

基本情報⇒（１１）個人情報管理画面（F06 02） 

  職員情報を選択した状態で、履歴表示ボタンを押すと（１２）履歴表示画面（F07 01）に遷移する。 

 

（４） 帳票出力画面（F02 02） 

  

  貯金⇒（６）貯金帳票出力画面（F03 04）、ゆとり⇒（１０）ゆとり帳票出力画面（F05 04）、 

財形⇒（８）財形情報出力画面（F04 04）に遷移する。                

現状は情報参照の
際、横スクロールが必
要。視認性の向上に繋
がる画面表示を提案す
ること。（画面全般） 
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（５） 貯金台帳画面（F03 02） 

新規から新規後の異動時の画面遷移を以下に示す。 

① 新規ボタンを押下する。 

  

 

② 申請内容を入力し、仮登録ボタンを押下する。 

  

                                                    

③ 仮登録後、戻るボタンを押下する。 
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④ 再度、職員検索を行うと、仮登録欄に１が表示されている。 

 

   

  

 

 

 

 

                                                    

⑤ 仮登録中のデータを選択すると登録ボタンが表示される。登録ボタンの押下で登録が完了する。 
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  ※②の仮登録後、「戻る」押下、再度、検索後に本登録を行う等、操作の効率性が悪い。 

 

⑥ 新規作成後の操作  

再度、検索、データを選択することで、利用できる操作ボタンが表示される。 

    

 

 

 

                                                      

（６） 貯金帳票出力画面（F03 04） 
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  条件を指定し、印刷ボタンを押下する。 

 

（７） 財形台帳画面（F04 02） 

（５）貯金台帳画面（F03 02）と同様の処理の為、省略する。 

  

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 財形帳票出力画面（F04 04） 
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  条件を指定し、印刷ボタンを押下する。 

 

（９） ゆとり台帳画面（F05 02） 

（５）貯金台帳画面（F03 02）と同様の処理の為、省略する。 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）ゆとり帳票出力画面（F05 04） 
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  条件を指定し、印刷ボタンを押下する。                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１１）個人情報管理画面（F06 02） 
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①新規、個人情報変更、所属変更の押下でそれぞれの画面に遷移する。 

  

 

②新規の場合 

   

   必要事項を入力し、登録を押下する。                     

 

 

 

 

   ③個人情報変更の場合 

新規…新規の場合、押下 

個人情報変更…長期組合員番号、 

           氏名（カナ）、性別、 

           生年月日の変更 

           可能 

所属変更…所属先、所属名の変更 

        可能 

取消…入力内容の取消 

登録…入力内容の登録 
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   変更前情報が示されており、個人情報変更を押下すると下記、画面に遷移する。 

 

  

   変更後の内容を入力し、登録ボタンを押下する。             

 

 

 

 

 

④所属変更の場合 
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    変更前情報が示されており、所属変更を押下すると下記、画面に遷移する。 

 

 

   枠内の全ての項目を入力し、登録ボタンを押下する。         

 

 

 

 

（１２）履歴表示画面（F07 01） 
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   ※現状、情報参照の際、横スクロールが必要。視認性の向上に繋がる画面表示を提案すること。 

                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）管理者メニュー画面（F99 01） 
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   管理者用のメインメニューより、管理業務を押下することで、管理者メニューへ遷移する。 

 

（１４）人給連携用データ出力画面（F99 02） 

  

                                              

 

 

 

 

 

 

（１５）集約展開機能画面（F99 03） 

 

前回の送信ファイルとの差分を抽出した

い場合はフルパスで指定。※無しでも出

力する。 

全て追加レコードで出力する。 

 ⇒人給側に一括インポートする場合は

指定する。 

契約更新年月 

 ⇒新規レコードの場合の契約更新年月 

   を指定する。 

ファイル出力先 

 ⇒連携ファイルの出力先を指定する。 

上記入力後、出力ボタンを押下で出力を

行う。 
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集約展開処理ボタンを押下して組合員

情報、貯金、ゆとり、財形のデータを連

携する。 

 
 

処理状況を表示 

メッセージ出力にて完了 



次期共済貯金等管理ツールに係る設計・開発業務 機能要件定義書 

 
 

Confidential 27 ［1.0版］ 
 

（１６）マスタメンテナンス画面（F99 04） 

  T_M金融機関展開…マスタ保有の金融機関情報を各ツールに展開する。 

  T_M所属展開…マスタ保有の所属情報を各ツールに展開する。 
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３．画面遷移の基本的考え方 

画面の遷移は下記の画面遷移図を基本とするものの、履歴検索と情報登録の画面遷移の非効率、財形

種類（一般、年金、住宅）の処理の分離による非効率等、担当者からの操作の効率性、視認性、検索性の向

上を求める要望は多い。そのため、以下の考え方を考慮し、設計を行うこと。 

(1) 本ツール全体の画面遷移、画面表示及び画面構成に統一性を持たせること。 

(2) 画面を一度閉じたり、メニュー画面に遡ったりすることなく、連続的な操作を可能とすること。 

(3) 一連の処理において、画面が遷移しても一度入力した情報が引き継がれるようにし、再入力を不要とす

ること。 

(4) 画面の複数起動を可能とすること。 

(5) ポップアップ表示による子画面を除き、各画面の上部に統一的な操作メニューを表示し、他の画面への

遷移を可能とすること。 

(6) ポップアップ表示による子画面を除き、現在の画面のメニュー体系における位置を階層的に表示し、他の

画面への遷移を可能とすること。 
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第４章 帳票に関する事項 

本業務で使用する帳票を「１．帳票一覧」に示す。「１．帳票一覧」のうち、入出力の方法を「ツールで出力」と

している帳票が次期ツールでの出力が必要な帳票と想定している。該当の帳票のレイアウトを「２．帳票イメー

ジ」に示しているので、原則、帳票イメージと同様の内容で設計を行うこと。 

ただし、現行の課題等を踏まえて様式の見直しを行う場合、又は受託者のより良い提案に応じ、当組合が

帳票様式を変更することを了承した場合は、この限りでない。 

 

１．帳票一覧 

No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

1  各種申請 

（貯金） 

新規、積立額変更、復活

変更、復活（再開）、非課

税登録、氏名変更、払

戻、中断、解約をメール

で申請する。 

入力 メール

で受付 

メール

本文 

申請者 

（申請） 

 

2  貯金加入

申込書、

積立貯金

に関する

変更申込

書、 

貯金払戻

し・解約

請求書 

（貯金） 

N0.1 の各種申請に応じ

て、申請内容を反映した

貯金加入申込書、積立貯

金に関する変更申込書、

貯金払戻し・解約請求書

を出力する。 

出力 ツール

で出力 

紙 共済貯金 

担当 

（申請） 

帳票イメージ

（1） 

3  各種申請 

（貯金） 

人事異動に伴う中断、解

約等の依頼をメールで申

請する。 

入力 メール

で受付 

メール

本文 

申請者 

（人事 

異動） 

 

4  積立貯

金に関

する変

更申込

書、 

貯金払戻

し・解約

請求書 

所属番号

等変更届 

（貯金） 

No.3 の申請依頼に応じ

て、申請内容を反映した

積立貯金に関する変更申

込書、貯金払戻し・解約

請求書を出力する。 

人事担当より異動情報を

受領し、異動情報を反映

した所属番号等変更届を

出力する。 

出力 ツール

で出力 

紙 共済貯金 

担当 

（人事 

異動） 

帳票イメージ

（2） 

5  控除デー

タ管理表 

No.1 及び No.3 の各種申

請、人事異動の随時作業

入力 Excel

で事前

Excel

データ 

共済貯金 

担当 
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No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

（貯

金） 

の際に「データ」のシー

トに異動内容を入力し、

会計課提出用（月次）シ

ートに反映させる。 

に準備 （月例 

作業） 

6 

 

 積立徴収

内訳表

（貯金） 

月中の各種申請、人事異

動が反映された加入者、

積立金額が出力される

（各局、課単位に出力）。 

出力 ツール

で出力 

紙 共済貯金 

担当 

（月例 

作業） 

帳票イメージ

（3） 

7 

 

 会計別共

済組合積

立貯金内

訳表（貯

金） 

No.6 の積立金徴収内訳表

の人数、金額を該当月の

シートに入力（局、課ご

とに実施） 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

共済貯金 

担当 

（月例 

作業） 

 

8  人給連携

データ

（貯金） 

システム担当にて、人給

連携用データ（貯金）を

取得する。 

 

出力 CSV と

して毎

月取得 

CSV 

データ 

システム 

担当 

（月例 

作業） 

 

9  人給チェ

ックファ

イル 

（貯金） 

No.6 の積立徴収内訳表と

No.8 の人給連携用データ

（貯金）を人給チェック

ファイルのエクセルに添

付することにより、デー

タの整合性チェックを行

う。 

入力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

共済貯金 

担当 

（月例 

作業） 

 

10  人給抽出

データ

（貯金） 

No.9 のチェック処理後に

組合員ごとの該当月の貯

金、ゆとり、財形の積立

一覧を作成する。（ゆと

り、財形も同様の月例作

業を実施し、それぞれの

積立額を取得） 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

共済貯金 

担当 

（月例 

作業） 

 

11  団体積立

保険制度

「ゆと

り」（拠出

型企業年

金保険）

加入申込

書 

（ゆと

り） 

新規、金額変更、口座振

替、脱退等の事由に応じ

て、申請者より指定様式

で申請する。 

入力 指定 

様式 

紙 申請者 

（申請） 
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No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

12 

 

 拠出型企

業年金保

険異動通

知兼給付

金請求

書、 

預金口座

振替依頼

書・自動

払込利用

申込書、 

拠出型企

業年金保

険被保険

者項目変

更通知書 

（ゆと

り） 

人事担当より、異動情報

を受領し、該当の職員に

各申請書類（指定様式）

を送付。該当の職員が申

請書類により、申請す

る。 

 

拠出型企業年金保険被保

険者項目変更通知書につ

いては、ゆとり担当者が

記載する。 

 

入力 指定 

様式 

紙 申請者 

（人事 

異動） 

 

13  控除デー

タ管理表 

（ゆと

り） 

No.11 及び No.12 の各種

申請、人事異動の随時作

業の際に「データ」のシ

ートに異動内容を入力

し、会計課提出用（月

次）シートに反映させ

る。 

入力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

ゆとり担当 

（月例 

作業） 

 

14  企業年金

保険被保

険者名簿 

（ゆと

り） 

月中の各種申請、人事異

動が反映された、加入

者、加入口数、払込額が

出力される。（各局、課単

位に出力） 

出力 ツール

で出力 

紙 ゆとり担当

（月例 

作業） 

帳票イメー

ジ（4） 

15  会計別団

体積立保

険金額表

（ゆと

り） 

No.14 の企業年金保険被

保険者名簿の人数、加入

口数を該当月のシートに

入力（局、課ごとに実

施） 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

ゆとり担当 

（月例 

作業） 

 

16  人給連携

データ

（ゆと

り） 

システム担当にて、人給

連携用データ（ゆとり）

を取得する。 

出力 CSV と

して毎

月取得 

CSV 

データ 

システム 

担当 

（月例 

作業） 

 

17  人給チェ

ックファ

No.14 の企業年金保険被

保険者名簿と No.16 の人

入力 Excel

で事前

Excel

データ 

ゆとり担当 

（月例 
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No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

イル 

（ゆと

り） 

給連携用データ（ゆと

り）を人給チェックファ

イルのエクセルに添付す

ることにより、データの

整合性チェックを行う。 

に準備 作業） 

18  人給抽出

データ

（ゆと

り） 

No.17 のチェック処理後

に組合員ごとの該当月の

貯金、ゆとり、財形の積

立一覧を作成する。（貯

金、財形も同様の月例作

業を実施し、それぞれの

積立額を取得） 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

ゆとり担当 

（月例 

作業） 

 

19  ゆとり徴

収表 

（ゆと

り） 

No.14 の企業年金保険被

保険者名簿より、ゆとり

徴収表の該当月のシート

に件数、払込額を入力す

る。 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

ゆとり担当 

（月例 

作業） 

 

20  申請 

書類 

（財形） 

一般財形、財形住宅、財

形年金について、新規、

金額変更、払出、解約等

の事由に応じて、申請者

より指定様式で申請す

る。 

入力 指定 

様式 

紙 申請者 

（申請） 

（人事 

異動） 

 

21  控除デ

ータ管

理表 

（財形） 

No.20 の各種申請、人事

異動の随時作業の際に

「データ」のシートに異

動内容を入力し、会計課

提出用（月次）シートに

反映させる。 

入力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

財形担当 

（申請） 

（人事 

異動） 

 

22  財形貯蓄

等管理簿 

（財形） 

 

No.20 の各種申請、人事

異動の随時作業の内容

を反映。財形貯蓄取扱

い金融機関単位に明細

を管理。 

加入者の情報を管理し

ているファイル。 

残高の情報は非課税限

度額の管理に使用す

る。 

財形貯蓄等記録簿を出

力し、個人別台帳に綴

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

財形担当 

（申請） 

（人事 

異動） 
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No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

る。 

23  契約会社

別財形控

除明細表

（財形） 

月中の各種申請、人事

異動が反映された、加

入者、財形種別、払込

額の一覧が所属別、金

融機関別に出力され

る。（各局、課単位に出

力） 

出力 ツール

で出力 

紙 財形担当 

（月例作

業） 

 

24  人給連携

データ 

（財形） 

システム担当にて、人給

連携用データ（財形）を

取得する。 

出力 CSV と

して毎

月取得 

CSV 

データ 

システム 

担当 

（月例 

作業） 

 

25  人給チェ

ックファ

イル 

（財形） 

控除データ管理表と

No.24 の人給連携用デー

タ（財形）を人給チェッ

クファイルのエクセルに

添付することにより、デ

ータの整合性チェックを

行う。 

入力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

財形担当 

（月例 

作業） 

 

26  契約会社

別財形控

除明細表 

（財形） 

No.25 のチェックにて、

修正要の場合はツールで

修正し、再度契約会社別

財形控除明細表の出力を

行う。 

出力 ツール

で出力 

紙 財形担当 

（月例 

作業） 

帳票イメー

ジ（5） 

27  人給抽出

データ 

（財形） 

No.25 のチェック処理後

に組合員ごとの該当月の

貯金、ゆとり、財形の積

立一覧を作成する。（貯

金、ゆとりも同様の月例

作業を実施し、それぞれ

の積立額を取得） 

出力 Excel

で事前

に準備 

Excel

データ 

財形担当 

（月例 

作業） 

 

28  金融機関

別財形貯

蓄預入金

額集計表 

（財形） 

所属別・金融機関別に控

除額（積立額）が集計さ

れたもの。給与班長に提

出する。 

出力 ツール

で出力 

Excel

データ 

財形担当 

（月例 

作業） 

帳票イメー

ジ（6） 

29  契約会社

別財形控

除明細表

（金融機

No.23 の契約会社別財形

控除明細表（財形）の出

力時に、金融機関毎に同

帳票の出力を行う。※所

出力 ツール

で出力 

紙 財形担当 

（月例 

作業） 
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※項目の定義 

 

  

No. 帳票 

ＩＤ 

帳票名 

（種類） 

帳票 

概要 

入出力

区分 

入出力

の方法 

入出力

形式 

利用者区分 

（業務） 

補足 

関別） 

（財形） 

属が複数部署存在する場

合は複数ページ出力され

ることを想定。 

30  財形貯

蓄・所属

別・金融

機関別集

計表 

（財形） 

No.28 のエクセルデータ

をもとに月単位に財形貯

蓄・所属別・金融機関別

集計表を作成する。No.29

の契約会社別財形控除明

細表（金融機関別）と併

せて各金融機関に提出す

る。 

出力 Excel Excel

データ 

財形担当 

（月例 

作業） 

 

 帳票 ID 要件定義書において帳票を一意に識別するためのＩＤを記載する。 

 帳票名： 帳票の内容を表す名称を記載する。 

 帳票概要： 帳票の用途、出力場所等の概要を記載する。 

 入出力区分： 入力帳票か、出力帳票かの区別を記載する。 

 入出力の方法： 該当の帳票の作成元を記載する。 

 入出力形式： 帳票を入出力する形式を記載する。 

出力帳票の場合で、紙の帳票だけでなく、電子データ（ＰＤＦ形式など）を出力で

きるようにするときは、その旨を明記する。入力帳票の場合は、ＯＣＲ（光学式文

字読取）用紙、マークシート用紙等の使用を記載する。 

 利用者区分： 当該帳票の利用者及び利用シーンを記載する。 

 補足： 特記事項があれば記載する。帳票イメージへのリンク先を示す。 
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２．帳票イメージ 

（１）貯金加入申込書（貯金）                     積立貯金に関する変更申込書（貯金） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         ※サンプルとして積立金額変更を記載。 

                                                                

     貯金払戻し・解約請求書（貯金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （２）積立貯金に関する変更申込書（貯金） 

 

       ※サンプルとして払戻しを記載。 
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（２）積立貯金に関する変更申込書（貯金）          貯金払戻し・解約請求書（貯金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サンプルとして中断を記載。                  ※サンプルとして解約を記載。 

                                                              

    所属番号等変更届（貯金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 積立徴収内訳表（貯金） 
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（３） 積立金徴収内訳表（貯金） 

       

                                                   

（４）企業年金保険被保険者名簿（ゆとり） 
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（５）契約会社別財形控除明細表（財形） 

  

 

                                                               

 

 

（６）金融機関別財形貯蓄預入金額集計表（財形） 
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第５章 外部インタフェースに関する事項 

次期ツールは、「１． 外部インタフェース一覧」に示す他の情報システム等（以下、「外部システム」という。）

と連携する。 

原則として、外部システム側のインタフェースに合わせて連携を行い、外部システム側のシステム改修を不

要とすること。また、可能な限り、現行より効率的な運用を実現できる仕組みを採用すること。 

１．外部インタフェース一覧 

No. 外 部 イ

ン タ フ

ェ ー ス

ＩＤ 

外 部

イ ン

タ フ

ェ ー

ス名 

外部インタフェ

ース概要 

相 手

先 シ

ス テ

ム 

送 受

信 

区分 

実 装

方 式

（ 連

携 方

式） 

送受信 

データ 

送 受

信 

タ イ

ミ ン

グ 

送受信 

の条件 

補足 

1  人 給

シ ス

テ ム

連携 

貯 金 、 ゆ と

り、財形に関

わる組合員の

基本情報。 

人 事

給 与

シ ス

テム 

送信 フ ァ

イ ル

連携 

申請者

情報 

手 動

（ 都

度） 

CSV で

送信 

 

※項目の定義 

 外部インタフェースＩＤ： 要件定義書において外部インタフェースを一意に識別するためのＩＤを記

載する。 

 外部インタフェース名： 外部インタフェースの内容を表す名称を記載する。 

 外部インタフェース概要： 外部インタフェースの概要について記載する。 

 相手先システム： 連携の相手先システムの名称、サーバ名、サービス名等を記載する。 

 送受信区分： 連携時の送受信の区分を記載する。 

 実装方式（連携方式）： 連携方式について記載する。 

 送受信データ： 送受信データの内容を記載する。また、連携に用いるメッセージ、ファイ

ル形式があれば記載する。 

 送受信タイミング： 連携するタイミングを記載する。 

 送受信の条件： 連携の際の物理的な通信インタフェース、アクセス制御の設定の有無、暗

号化の有無、プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ、ＨＴＴＰ、ＨＴＴＰＳ、ＦＴ

Ｐ、ＦＴＰＳ、ＳＦＴＰ、ＯＤＢＣ等）、フロー図、文字コード、データフ

ォーマット、取り得る値、通信の速度、送受信件数等について記載する。 

 補足： 外部接続における機材等、外部インタフェースに対する制約等の補足があ

れば記載する。 

以上 


